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第
二
章

大
正
期
の
産
業
と
経
済

明
治
後
期
に
至
り
、
林
業
が
鳴
沢
村
の

主
要
な
産
業
と
し
て

急
速
に

成
長
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、

筆
者
が
大
正
初
年

段
階
の
南
都
留
郡
の
産
業
構
造
の
特
質
の
把
握
を
行
っ
た
「
郡
内
機
業
地
帯
の
産
業
構
造
の
地
域
的
特
質
」
(
『
富
土
吉
田
市
史
研
究
』

第

二
号
)
に
お
い
て
も
、

鳴
沢
村
の
場
合
は
、

林
産
額
が
産
業
部
門
別
生
産
額
の
三
分
の
二
を
超
え
林
産
に
特
化
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
、

工
産
額
で
は
竹
細
工
が
圧
倒
的
比
重
を
占
め
て
い
る
な
ど
の
特
質
が
析
出
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
明
治
～
大
正
期
を
通
じ
て
、

鳴
沢
村
経

済
が
林
業
に
依
存
す
る
割
合
が
一
層
高
ま
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
林
業
関
係
の
資
料
や
記
載
内
容
も
充
実
を
み
せ
て
く
る
。

そ

こ
で
大
正
期
に
つ
い
て
は
林
業
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。

大
正
七
年
の
林
野
伐
採
調
査
で
あ
る
第1 5

表
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
鳴
沢
村
で
は
七
百
四
十
二
町
歩
の
山
林
で
、

五
万
九
千
七
百
九
十
七

石
、
金
額
に
し
て
四
万
三

千
六
百
四
十
五
円
に
相
当
す
る
伐
採
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
内
訳
と
し
て
は
、
栂
、

樅
、

落
葉
松
、
桧
な
ど
の
針

葉
樹
が
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
が
、
富
士
北
麓
に
展
開
す
る
広
大
な
原
生
林
を
有
す
る
鳴
沢
村
と
し
て
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
た

だ
公
私

有
の
別
か
ら
み
る
と
、

面
積
の
九
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
公
有
林
で
あ
り
、

明
治
四
十
年
の
大
水
害
を
契
機
に
し
て
、

そ
れ

ま
で
の
御
料
林
が
恩
賜
林
と
し
て
県
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
の
で
、
村
は
山
梨
県
知
事
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
「
主
産
物
払
下
願
」
を
村

議
会
の
決
議
を
受
け
て
提
出
し
「
住
民
燃
料
ニ
供
ス
ル
為
メ
薪
炭
材
ノ
払
下
ケ
」
を
受
け
て
い
た
。

南
都
留
郡
鳴
沢
村
字
軽
水
外
恩
賜
県
有
財
産
台
帳
面
積
六
百
十
八
町
五
反
六
畝
十
歩
ノ
内



(第15表) 林 野 伐 採 表
(大正7年)

公 有 社 寺 有 私 有 合 計

面積 材積 価額面積材積価額面積|材積価額面積材 積 価 額
(反)|(石) (円)(反)(石)(円)|(反)(石)|(円)(反)|(石) (円)

桧 1331,0422,664 1331,042 2,664
針 松 10200 600 10 206 601

落葉 松2,7256,8815,370 1250200 8100 802,7347,231 5,650

桧|68612,3179,511 68612,317 9,511
唐桧

椹|1,98513,40014,710 1,98513,40014,710

樹其 ノ 他 155
1
3,489 697 1553,489 697

小 計(1)5,68437,13532,954 1250200 183006805,7033,7685 33,833

欅櫸 130 22 40 30 22 40
針

潤|
塩
桐、
地、
谷地 21 15 21 15

も
厚 朴 2 3 2.
桂 107] 34 46 107 34 46

楢 柏 32 19 5300200| 332 219

樵 20410,5318,925 20410,531 8,925

樹 其ノ他 119| 59 119 59

小 計(2)34110,7619,107 5300200 34611,061|9,307

合計(1+2)6,02547,89642,060 1250200| 236008806,04948,74643,140
薪 炭 材(3) 921,551 215 921,551 215

竹林|籌 竹(4)1,2809,500 290 1,2809,500 290

(1+2+3+4)7,39758,94742,565 1250200 236008807,42159,79743,645

此 此 本 サ 九 此 九 此
本 ノ

代
生 銭
木

銭 七
十

五 I.

‒ 910‒

3
伐
採
面
積
三
町
六
反
三

畝
二

計
十
四
歩

2

ミ
ネ
バ
リ
生
木

四
本

5
此
ノ
材
積

七
十
三

石

九
分

此
ノ
代
金

参
拾
六
円

九
拾
五
銭

但
一
石
二

付
金
五
十
銭

1
サ
ム

生
木
百
六
十

本此
ノ
材
積

七
百
三

石
11

3

此
ノ
代
金

参
百
拾
六

6
2

)
円

参
拾
五

銭
但
シ

一
石
二
付

)2

金
四
十
五

白
桧

落
樅
唐

銭

金
葉

樹
葉

合
計
本
数

百
六
十
八
本
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(第16表) 民設製材所調 (大正3年)

工 場 名 称 鳴沢 製 板 所
資 本 金| 1,000円
使 用原料 材 積 1,000尺メ

製 品 種 類 角 材 板 類
品 数 量 450尺/ 100坪

製 品 価 額 |1,350円300円
動 火 力

馬 カ
鋸 数

鋸 付 台 数

年間 就 業日 数 120日
使用職工人員(延) 840人

-911‒

此
ノ
材
積

七
百
七
十
六
石
九
分

此
ノ
代
金

参
百
五
拾
参
円
参
拾
銭

右
ハ
本
村
住
民
燃
料

ニ
供
ス
ル
為
メ
入
用
二
付
明
治
四
十
五
年
山
梨
県
令
第
二
十
二

号
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
管
理
規
則
第
四
十
四
条

二
依
リ
御
払
下
相
成
度
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
管
理
規
則
全
年
山
梨
県
令
第
二
十
三
号
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
管
理
規
則
施
行
細
則
ヲ

遵
守
シ
此
段
奉
願
候
也

更
に
注
目
す
べ
き
は
、
林
業
の
盛
況
に
伴
っ
て
鳴
沢
村
に
も
民
間
の
製
材
所
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
規
模
等
を
示
し

た
第
1 5
表
に
よ
れ
ば
、
設
立
者
の
氏
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
正
三
年
に
資
本
金
額
は
千
円
と
少
な
い
が
、
火
力
八
馬
力
の
原
動
力
を
有

す
る
従
業
員
七
人
程
度
の
鳴
沢
製
板
所
が
設
立
さ
れ
た
。
設
備
と
し
て
は
鋸
付
台
一
台
と
鋸
五
を
有
し
、
千
尺
〆
の
原
料
か
ら
角
材
四
百

五
十
尺
メ
、

板
類
百
坪
を
製
造
し
、

製
品
価
額
は
千
六
百
五
十
円
で
あ
る
。

稼
動
日
数
は
百
二
十
日
と
や
っ
と
一
年
の
三
分
の
一
で
あ

り
、
資
本
金
、

生
産
額
と
も
に
少
な
い
が
、
と
も
か
く
、

従
来
の
副
業
水
準
を
は

力

る
か
に
超
え
た
「
近
代
的
」
な
工
場
が
出
現
し
た
こ
と
は
鳴
沢
村
の
産
業
に
と
っ

08
5
1

て
も
大
き
な
出
来
事
と
い
え
よ
う
。

鳴
沢
製
板
所
の
設
立
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
「
近
代
的
林
業
」
の

展
開

は
、

林

称
金

量
額

力
数

数
数

数
産
物
の
生
産
量
と
種
類
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ
た
。
い
ま
大
正
三

年
の
林
産
物
雑

類
調
を
1
表
に
示
し
た
第
一
七
表
と
わ
ず
か
五
年
以
前
の
明
治
四
十
二
年
の
林
産

動
力

物
雑
類
調
べ
の
第
1 1
表
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
生
産
額
で
は
明
治
四
十
二
年
の
一

品
品
品

万
五
千
四
百
余
円
か
ら
ほ
ぼ
二
倍
増
の
二
万
九
千
七
百
円
余
に
急
増
し
て
お
り
、

工
資

製
原
馬
鋸

種
類
も
、
経
木
、
樹
実
な
ど
が
加
わ
り
十
五
種
類
に
も
増
え
て
い
る
。
な
か
で
も



(第17表) 林産物雑類調 (大正3年)

四 生 産量 生 産額

丸 及 角 材35,000尺子 1,500円
挽 材 800坪 3,200/

下 駄 材 50駄 250円/
経 木 800束 2,800〃
製紙原料木材|20,000尺/ 8,000/
桧 皮 30坪 15/

樹 実 1石 250/

木 炭(白) 500貫 75〃
〃 (黒) 150,000/ 12,000/

500棚 400円
根 板 1,500束 188/

松 葺 5貫 10/

諸 菌 類 50/ 25/

自 然 生蔬菜 50円 5 〃

下 草 3,000〃 27〃

計 29,745ク/

‒‒912-‒

11
丸
及
角
材
、
挽
材
の
生
産
額
が
減
少
あ
る
い
は
横
ば
い
で
あ
る

5

の
に
対
し
て
、

経
木
、
製
紙
原
料
木

材、
木
炭
(

黒)
の
増
加

は
著
し
い
。
こ
れ
ら
は
明
治
後
半
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の

1
0

時
期
の
生
活
様
式
の
変
化
と
深
く
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

目
実

板
葺
類

こ
の
よ
う
な
短
期
間
に
お
け
る
林
業
の
急
速
な
発
展
は
当
然

薪
根

菌
:

森
林
の
荒
開
発
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
村
経
済
の
主
要

な
柱
で
あ
る
林
業
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
は
ゆ
る
が
せ
に
で

品
屋

挽
下
経

桧
樹
木

松
諸
白
下

き
な
い
重
大
問
題
で
あ
っ
た
。

鳴
沢
村
と
し
て
は
大
正
三
年
六

月
に
鳴
沢
村
部
分
林
保
護
規
則
を
制
定
し
、

そ
の
後
大
正
十
二 一
年
ま
で
に
前
後
四
回
に
わ
た
り
保
護
す
べ
き
部
分
林
を
設
定
し
、
そ
の
総

面
積
は
二
百
七
十
町
七
反
余
に
達
し
た
。
こ
こ
で
同
規
則
の
入
山
者
に
対
し
て
求
め
ら
れ
た
遵
守
事
項
を
以
下
に
引
用
し
た
い
。

第
三
条

本
村
内
ノ
住
民
及
前
条
ノ
部
分
林

二
入
山
ス
ル
者
ハ
左
ノ
各
号
ヲ
遵
守
ス
ル
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
ス

1
当
該
官
庁
ノ
入
山
証
ラ
携
帯
ス
ル
モ
ノ
、
外
入
山
鑑
札
ヲ
携
帯
セ
ズ
シ
テ
入
山
セ
ザ
ル
コ
ト

二
規
定
ノ
制
限
二
違
背
シ
タ
ル
器
具
ヲ
携
帯
シ
テ
入
山
セ
ザ
ル
コ
ト

三
入
山
期
間
外
及
入
山
区
域
外
ニ
入
山
セ
ザ
ル
コ
ト

四
部
分
林
内
ニ
於
テ
焚
火
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
コ
ト
若
シ
炊
事
其
他
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
由

ニ
依
リ
焚
火
ラ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
全
ク
消
火
シ

タ
ル
後
ニ
在
ラ
ザ
レ
バ
現
場
ヲ
立
去
ラ
ザ
ル
コ
ト

五
盗
伐
、
誤
伐
、
侵
墾
、
漫
用
、
其
他
部
分
林
Ⅱ
対
シ
加
害
行
為
ヲ
為
サ
ザ
ル
コ
ト
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六
境
界
標
其
他
標
識
ヲ
移
転
汚
損
若
ハ
�
壊
セ
ザ
ル
コ
ト

七
炬
火
ヲ
携
帯
シ
テ
入
山
セ
ザ
ル
コ
ト

八
当
該
官
吏
若
い
本
村
長
ヨ
リ
消
火
ノ
為
メ
出
場
ノ
通
知
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
勿
論
部
分
林
又
ハ
其
ノ
附
近
ノ
林
野
ニ
火
災
ア

ル

コ
ト
ヲ
覚
知
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
臨
機
周
知
ノ
方
法
ヲ

講
ジ

消
防
上
必
要
ナ
ル
器
具
ヲ
携
帯
シ
テ
速
ニ
駈
付
ク
ル
コ
ト

九
樹
皮
ヲ
剝
取
リ
又
ハ
鋸
斧
等
ヲ
以
テ
切
込
ミ
其
他
一
切
ノ
傷
害
ヲ
加

ヘ
ザ
ル
コ
ト

但
樹
実
採
取
ノ
為
メ
本
村
長
ノ
特
に
許
可
シ
タ
ル
樹
枝
ノ
切
取
リ
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
在
ラ
ズ

十
下
草
、
落
葉
、
落
枝
、
樹
実
、
菌
茸
等
ノ
類
及
手
入
ノ
為
メ
ニ
小
柴
ラ
採
取
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
採
取
区
域
及
方
法
等
ハ

総
テ
当
該
官
吏
又
、
本
村
長
ノ
指
揮

二
従
ヒ
林
木
及
林
地
ラ
損
傷
セ
ザ
ル
コ
ト

十
一

猥
リ
ニ
牛
馬
ラ
牽
入
シ
若
ハ
放
牧
ヲ
為
サ
ザ
ル
コ
ト

十
二

当
該
官
吏
又
、
本
村
長
ョ
リ
有
害
動
物
ノ
予
防
及
駆
除
Ⅱ
付
出
場
ノ
通
知
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
直
ニ
之
ニ
応
ズ
ル
コ
ト

十
三

前
各
号
(
第
八
号
及
第
十
二
号
ヲ
除
ク
)
ノ
違
背
者
ヲ
発
見
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
本
村
長
二
届
出
タ
ル
コ
ト

十
四

稚
樹
ヲ
損
傷
セ
ザ
ル
コ
ト

い
ち
い
ち
説
明
を
要
し
な
い
ほ
ど
実
に
細
か
く
具
体
的
な
注
意
事
項
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
村
の
主
要
な
産
業
基
盤
で
あ
る
森
林
資
源

の
保
護
育
成
に
い
か
に
力
が
そ
そ
が
れ
た
か
が
分
か
る
。

更
に
明
治
末
年
ご
ろ
よ
り
鳴
沢
村
で
は
工
産
物
と
し
て
竹
細
工
の
生
産
が
急
速
に
伸
び
て
来
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
『
鳴
沢
村
役
場
』

文
書
の
中
に
「
ス
べ
竹
」

生
産
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
事
情
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
以
下
少
し
長
く

な
る
が
そ
の
全
文
を
引
用
し
た
い
。

大
正
七
年
林
産
製
品
並
生
産
物
調
査
表

鳴
沢
村
家
庭
工
業
製
品
(
甲
)



一
沿
革
本
村
二
於
テ
ハ
古
来
ョ
リ
冬
季
間
自
家
用
ト
シ
テ
穴
其
ノ
他
ノ
竹
細
工
ヲ
営
ミ
ツ
、
ア
リ
シ
モ
明
治
四
十
年
頃
ョ
リ
毎
年
冬
季
農

閑
ラ
利
用
シ
副
業
ト
シ
テ
之
カ
製
造
ヲ
見
タ
ル
モ
当
時

の
僅
ニ
数
名
ノ
製
造
者

=
過
キ
サ
リ
キ
玆
ニ
於
テ
本
村
ハ
之
カ
奨
励

=
努

メ
数
回
講
師
ヲ
招
携
シ
之
カ
製
造
講
習
フ
行
ヒ
タ
ル
結
果
一
般

=
斯
業
ノ
有
利
ナ
ル
ラ
認
メ
逐
年
製
造
戸
数
及
生
産
額
ノ
増
加
ヲ

見
ル
ニ
至
レ
リ
又
竹
行
李
原
料
ス
、
竹
、
前
年
濫
採
ノ
結
果
笊
其
ノ
他
ノ
竹
細
工
ノ
原
料
二
不
足
ヲ
告
ケ
ン
ト
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
之

カ
救
済
策
ト
シ
テ
ス
、
竹
採
取
組
合
ヲ
組
織
シ
組
合
外
ニ
二

八
竹
行
李
原
料
ス
、
竹
ノ
搬
出
ラ
禁
止
ス
ル
ト
同
時

=
原
料
繁
殖
ノ
目

的
ラ
以
テ
毎
年
新
ニ
ス
、
竹
ノ
生
育
期
間
ハ、
入
山
ヲ
停
止
シ
テ
之
カ
採
取
ラ
制
限
シ
ツ
、
ア
ル
ヲ
以
テ
竹
行
李
原
料
ス
、

竹
ハ
逐

年
其
ノ
生
産
額
減
少
シ
ツ
、
ア
リ

二
製
造
戸
数

専
業
0

兼
業
三
十
戸

地
方
全
戸
数
二
対
ス
ル
製
造
戸
数
ノ
割
合

約
八
分
ノ
一

従
業
人
員

専
業
0

兼
業

男女
三
十二 八

人

三
原
料
ノ

種
類

ス
、
竹

原
料
消
費
高

千
五
百
貫
目

生
産
地

本
村
字
軽
水
外
十
並
字
富
士
山
恩
賜
林
内

原
料
保
続
ノ
見
込

永
年

四
製
品
/
種
類

笊

製
品
/
産
額

五
千
二
百
五
十
個

全
上
ノ
価
格

七
百
八
十
七
円
五
十
銭

五
製
品
/
販
路

本
県
下
一
円
並
神
奈
川
、

静
岡
、

長
野
地
方
へ
移
出
ス
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販
売
方
法

仲
買
人
二
売
却
ス

六
従
業
者
ノ
取
得

一
人
当
り
金
拾
九
円
六
十
八
銭
余

備
考

製
品
ノ
価
格
、
平
年
一
ヶ
二
十
銭
以
上
ナ
リ
シ
ニ
近
年
粗
製
濫
造
ノ
結
果
本
年
ハ
非
常
ニ
下
落
シ
一
ヶ
金
十
五
銭
内
外
ト
ナ
レ

リ

(
竹
行
李
原
料
ス
、

竹
)

一
従
業
戸
数

十
戸
(
兼
業
)

一
全
人
員

十
人
(
兼

業
)

一
販
路

竹
行
李
原
料
ト
シ
テ
ハ
殆
ト
無
ク
目
下
ハ
笊
ノ
縁
巻
用
ト
シ
テ
郡
下
勝
山
、

小
立
等
へ
売
出
シ
ッ
、
ア
リ

一
従
業
者
ノ
取
得

一
人
当
り
金
八
円

以
上

別
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
従
業
戸
数
三
十
戸
の
部
落
別
の
構
成
は
鳴
沢
組
二
十
三

戸
、

大
田
和
組
七
戸
で
あ
り
主
と
し
て
鳴
沢
地
区
を
中

心
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
来
た
よ
う
に
林
業
が
明
治
後
期
以
降
急
速
に
成
長
し
て
き
た
と
し
て
も
、

鳴
沢
村
の

主
要
産
業
は
、

各
年
の

『
事
務
報

告
書
』
が
「
村
民
ノ
大
部
分
へ
農
業
ラ
専
務
ト
シ
養
蚕
業

別
業
ト
シ
逐
日
発
展
シ
ツ
、
ア
リ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
農
蚕
業
で
あ

る
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
社
会
生
活
の
変
化
に
伴
っ
て
鳴
沢
村
の
農
業
も
栽
培
し
て
い
る
農
産
物
を
中
心
と
し
て
徐
々
に
で
は
あ
る
が
変

化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
大
正
十
年
の
農
産
物
構
成
表
で
あ
る

第1 8
表
に
よ
れ
ば
、

従
来
の
米

麦、
食
用
農
作
物
に
加
え
て
、

新
た

に
工
業
農
産
物
、
園
芸
農
産
物
の
区
分
別
け
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
額
と
し
て
は
少
な
い
が
工
業
農
産
物
と
し
て
の
菜
種
が
登

場
し
、
園
芸
農
産
物
と
し
て
は
い
ん
げ
ん
、
き
ゅ
う
り
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
だ
い
こ

ん、
ご
ぼ
う
、
ね
ぎ
、
漬
菜
な
ど
の
新
作
物
の
栽
培
も
み



(第18表) 農産物生産量価額構成 (大正10年)

産 物 生産量 価 額

麦(石) 438 6,132
麦 4小 麦(〃) 107 2,140

小 計 8,272 31.9

豆(石) 160 3,200
食 豆(〃) 960

粟 (〃) 60 480

稗 (〃) 15 120
玉蜀黍(〃) 240 3,840
蕎 麦(〃) 40 960

用 馬鈴薯(貫) 8,750 3,500

小 計 13,060 50.4

工 |菜 種(石) 300

小 300 1.2

いんげん(石) 150
園 胡 瓜(貫) 300 60
南 瓜(〃) 1,500 150
だいこん(〃) 9,000 1,200
にんじん(〃) 1,000 400
ごぼ う(〃) 2,000 1,000
ね ぎ(〃) 300 60

芸 菜(〃) 2,000 400

小 計 3,420 13.2

其 蜂 蜜(貫) 210 84(

他 小 計 840 3.2
=
=
=

総 計 25,892|100

916 -

ら
れ
、

更
に
蜂
蜜
生

1
3

産
も
開
始
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、

明
治

6
2

3
1

3

前
期
段
階
の

農
産
物

3
2

1

2
構
成
表
で
あ
る
第
2

1 4
2

表
と
比
較
し
て

も
い

計
O
O
O
O

計
€
€
€

1
1
1
1
1

ッ
キ
リ
し
た
変
化
の

粟
稗
蜀

あ
と
を

読
み
と

れ

大
小

大
小

蕎
馬

菜
胡
南

ね
漬

る

r
e。

o

即
ち
、
明
治
前

61

工
産

芸
其
他

期
段
階
は
林

産
、

養

蚕
品
も
一
括
さ
れ
て
い
て
も
十
八
種
類
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
大
正
期
は
農
産
品
だ
け
で
十
九
種
類
に
の
ぼ
り
、

生
産
額
は
七
・
二

倍
に

増
加
し
て
い
る
。
園
芸
農
産
物
を
中
心
に
種
類
が
増
え
て
い
る
点
は
日
本
人
の
食
生
活
が
以
前
に
比
し
て
豊
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
お
り
、
ま
た
、
に
ん
じ
ん
千
貫
、
ご
ぼ
う
二
千
貫
、
だ
い
こ
ん
九
千
貫
な
ど
は
そ
の
す
べ
て
を
鳴
沢
村
で
消
費
し
た
と
は
考
え
に
く

く
、

そ
の
あ
る
部
分

。は
商

品
と
し
て
村
外
に
移
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鳴
沢
村
農
業
は
大
正
期
に
至
り
、
よ
り
一
層
商
品
生
産
農
業

の
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

鳴
沢
村
農
業
の
変
化
は
、

農
産
物
だ
け
で
な
く
、
家
畜
の
飼
育
に
も
み
ら
れ
る
。
明
治
期
を
通
じ
て
鳴
沢
村
の
家
畜

調べ
に
は
百
八
十

頭
前
後
を
数
え
た
馬
の
み
が
記
載
さ

れ、
他
の
家
畜
に
つ
い
て
は
「
該
当
項
目
ナ
シ
」
と
記
入
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大

正
中
期
に
な
る
と
馬
以
外
の
家
畜
に
つ
い
て
も
記
入
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

飼
育
し
て
い
る
家
畜
の
種
類
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
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(第19表)家畜調 (大正10年)

飼育戸数 頭数

山 羊
豚 (不 明)

222
132 225

- 917 -

7
8

5
物
語
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
大
正
十
年
の
家
畜
調
で
あ
る
第
一
九
表
に
よ
れ
ば
、
百
三

十
三
戸
で
鶏
を
飼
育
し
て
い
る
。
し

3
1
0

2 0
0

か
し
一
戸
平
均
の
鳥
数
は
一
・
七
羽
で
あ
っ
て
規
模
的
に
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
ず
、

庭
先
で
の
放
飼

と
い
っ
た
水
準
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
山
羊
、
豚
、
牛
も
小
数
な
が
ら
飼
育
さ
れ
て
い

る
事
実
は
、
牛
乳
、
あ
る
い
は
食
肉
の
需
要
に
答
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
鳴
沢
村
の
統

「
豚
牛

馬
鶏

計
に
は
屠
殺
記
録
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
成
育
後
は
家
畜
商
に
売
却
し
、

鳴
沢
村
で
は
飼
育
の
み
が
行
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
前
期
か
ら
ほ
ぼ
一
戸
に
一
頭
の
割
合
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
馬
に
つ
い
て
い
え
ば
、
鳴
沢
村
の
農
産
物
、
更
に

は
生
産
力
水
準
か
ら
考
え
て
、
馬
耕
の
習
慣
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
林
業
で
の
馬
力
、
荷
物
の
運
搬
、
あ
る
い
は
肥
料
を
作
る
糞

畜
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
林
業
、

養
蚕
業
の
成
長
に
み
ら
れ
る
大
正
期
の
鳴
沢
村
の
産
業
経
済
の
変
化
は
人
々
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を
第2 0

表
の
職
業
別
戸
口
か
ら
探
っ
て
い
き
た
い
。
大
正
十
二
年
の
鳴
沢
村
の
総
戸
数
は
二
百
九
十
二

戸
で
あ
り
、

明
治
十
七
年
か
ら
お
お
よ
そ
四
十
年
間
に
戸
数
は
百
戸
ほ
ど
増
え
一
・
五
倍
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
「
農
作
業
」
に
従
事
す

る
も
の
は
全
体
の
九
割
の
二
百
六
十
三
戸
を
数
え
る
。
し
か
し
「
自
作
」
「
自
小
作
」
「
小
作
」
と
い
っ
た
耕
地
の
所
有
・
耕
作
形
態
か
ら
み

る
と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
即
ち
、

明
治
四
十
年
段
階
で
「
自
作
兼
小
作
」
二
十
戸
「
小
作
」
十
六
戸
で
地
主
・
小
作
関
係
に
包
摂
さ

れ
て
い
る
農
家
は
一
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
自
作
農
で
あ
り
な
が
ら
他
人
の
耕
地
を
借
り
受
け
て
耕
作
を
行
う
「
自

作
兼
小
作
」
型
の
農
家
が
急
増
し
、
地
主
・
小
作
関
係
の
も
と
に
生
産
活
動
を
営
ん
で
い
る
も
の
の
割
合
は
三

七
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す

る
。
だ
が
大
正
十
二
年
の

鳴
沢

村
の
小
作
地
面
積
は
八
十
七
町
四
反
余
で
あ
っ
て
小
作
地
率
は
二
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
正
末
年
の
山

梨
県
の
平
均
値
五
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
半
分
以
下
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
鳴
沢
村
が
水
田
を
有
し
な
い
畑
作
地
帯
で
あ
る
こ
と
と
深
く



(第20表)職 業 別 戸 口 (大正12年12月31日現在)

本 業 有 業 者 被扶養者 副業トシ テ左
ノ業種ノ職業

業 種 |戸数副キ
業
者
ナ
ル
副 業ア
者 計 男 女 計

合計」ニ二従事スル
一
者

男 女 男 女 男 女 計

第 一 種 農 業 27211 55155451,0763183446621,738420540960

自 作|165 275_339 6141982054031,017農
農 自作兼小 作 80 196178 374 81103184 558
業 作

小 作 18 39 28 67 27 23 50 117
計 263 5105451,055|3063316371,692

産
植木職、 庭造

蚕 職、 苗木職等
業 養蚕蚕種製造 383540923

業
林業狩猟(炭焼 9115 5 21121325 46 35 35
ヲ含ム)
第四類 工業 22 212 3 5 2

エ 木 竹類二 関 1 1 1 2 3 4
ス ル 製 造 業

業 土 木 建 築 業 1 1 2

第五類 商 業 105 4 6 3 18 12 12241 4260 2 62

商 物 品 販 売業 752 4 1 12 8 1119 31 45 2 47

2 2 61 11業|旅
宿飲

業
食店
等 3 2 2 4 1|5浴 場

第六類 交通業 15 15
‒
‒

運 輸 業 15 15

第七類 公
自
務
由
及
業 8103 13 1 9 10 23

公 官吏公吏 雇傭 3 3 3. 3
及 宗教=関スル業 1 1 11 1 1 2|

教育ニ関スル業 3 5 3 8 1 4 5 13|
業 其他ノ自由 業 1 4 4 5|

総 計 2922812521 5481,109332367 6991,8084985421,040

-9918
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一
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関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
耕
作
形
態
で
見
逃
せ
な
い
の
は
耕
地
の
出
作
入
作
関
係
で
あ
る
。
大
正
十
一
年
度
の
場
合
、
他
町

村
人
で
鳴
沢
村
に
入
作
を
行
っ
て
い
る
も
の
は
十
二
人
で
あ
り
、
そ
の
耕
地
面
積
は
一
町
一
反
一
畝
余
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
鳴
沢
村
の
農

民
は
五
人
が
他
町
村
の
田
一
町
六
畝
歩
を
耕
作
し
、
三

十
三
人
が
十
六
町
七
反
余
の
畑
を
耕
作
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
他
町
村
区
域
内
へ
の

出
作
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
水
田
を
持
た
な
い
鳴
沢
村
に
あ
っ
て
田
の
出
作
は
飯
米
の

確
保
の
意
味
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

農
作
業
以
外
の
職
業
と
し
て
は
、
「
林
業
狩
猟
」
が
九
戸
「
物
品
販
売
業
」
が
七
戸
を
数
え
特
に
目
に
付
く
が
こ
れ
は
専
業
者
の
み
で

あ
っ
て
、

第2 0
表
の
右
欄
「
副
業
ト
シ
テ
左
ノ
業
種
ノ
職
業

ニ
従
事
ス
ル
者
」
は
、
「
養
蚕
蚕
種
」
で
九
百
二
十
三

人 、
「
商
業
」
で
六
十

二
人
、
「
林
業
狩
猟
」
で
三
十
五
人
、
「
交
通
業
」
で
十
五
人
を
数
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
正
期
に
至
る
も
鳴
沢
村
の
職
業
形
態
は
い
く

つ
か
の
業
種
を
兼
業
す
る
「
副
業
型
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、

大
正
期
の

産
業
経
済
に
と
っ
て

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、

農
家
経
営
の
保
護
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
産
業
組
合
活
動
で
あ

り
、

鳴
沢
村
で
は
無
限
責
任
大
田
和
信
用
購
買
生
産
販
売
組
合
が
、

鳴
沢
村
及
び
大
嵐
村
を
区
域
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

本
組
合
は
、

そ

の
名
称
が
示
す
通
り
信

用
、

販
売、

購
買
、

生
産
の
兼
営
組
合
で
あ
り
、

定
款
の
第
一
条
に
組
合
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い

る
。一

組
合
員
ニ
産
業
ニ
必
要
ナ
ル
資
金
ヲ
貸
付
シ
及
貯
金
ノ
便
宜
ラ
得
セ
シ
ム
ル
事

産
業
又
ハ
生
計

=
必
要
ナ
ル
物
品
ヲ
購
買
シ
(
穀
物
ハ
之
ヲ
精
白
或
ハ
製
粉
ト
シ
又
ハ
加
工
セ
ス
シ
テ
)
組
合
員

=
売
却
ス
ル
事

三
組
合
員
ノ
生
産
シ
タ
ル
穀
物
ヲ
精
白
又
ハ
製
粉
ト
為
シ
及
組
合
員
ヲ
シ
テ
産
業
に
必
要
ナ
ル
物
ヲ
使
用
セ
シ
ム
ル
事

四
組
合
員
/
生
産
シ
タ
ル
穀
物
ヲ
買
入
レ
之
ラ
精
白
或
、
製
粉
ト
シ
又
ハ
加
工
セ
ス
シ
テ
売
却
シ
及
林
産
物
ヲ
買
入
レ
之
ラ
売
却
ス

ル
事

組
合
は
暦
年
を
以
て
年
度
と
し
、
各
部
の
活
動
内
容
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。



夏 秋 蚕 計

268戸 内春蚕を飼育したもの253戸

白 繭 種 黄 繭 種 計

1,608枚 43枚 1,650枚 3,506枚

数量(貫)価額(円)|数量(貫)価額(円) 数量(貫) 価額(円) 数量(貫) 価額(円)

2,41216,884 84 588円 2,49617,472 12,657120,550
2891,156 40 2991,196 1,216 5,758
4821,687| 16 56 4981,743 752 2,880

3,18319,727 110 684 3,29320,411 14,625 129,188

1

一

‒-‒920‒

信
用

部

第
四
十
弐
条

組
合
員
ガ
貸
付
ラ
請
求
シ
タ
ル
キ
ハ
、
理
事
へ
信
用
程
度
表
及
貸
付
金

ノ
用
途
ラ
調
査
シ
テ
其
金
額
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
十
四
条

貸
付
金
/
弁
償
期
限
、
壱
ヶ
年
以
内
二
於
テ
之
ヲ
定
ム

但
左
記
ノ
用
途
二
付
テ
ハ
拾
ヶ
年
以
内
ト
ナ
ス
コ
ラ
得

一
蚕
室
其
他
蚕
業
二
必
要
ナ
ル
建
物
工
事
費

計
二

田
畑
改
良
工
事
及
開
墾
費

三
産
業

二
必
要
ナ
ル
土
地
買
入
代
金

四
産
業
ニ
関
ス
ル
旧
債
償
還

購
買

部

第
四
十
九
条

本
組
合
二
於
テ
取
扱
フ
物
品
ハ
左
ノ
如
シ

01
一

肥
料
、
農
具
、
蚕
具
、
蚕
種

二
塩
、

油
、

紙
、

酒
類
、
穀
類

三
其
他
総
会

二
於
テ
決
議
フ
経
タ
ル
物
品

第
五
折 拾

条
理
事
へ
組
合
員
ノ
需
用
ラ
調
査
シ
又
ハ
其
注
文
ニ
応
シ
取
扱
物
品
ヲ
便

宜
購
買
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
五
十
六
条

組
合
員
に
売
却
ス
ル
物
品
ノ
代
価
ハ
市
価
ニ
依
ル
但
シ
物

品
ノ
種
類

ニ
応
シ
売
却
代
金
ノ
百
分
ノ
五
以
下
ニ
於
テ
割
引
ラ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス
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(第21表)養蚕調(大正11年)
春 蚕

養蚕戸数 253戸

白 繭 種 黄 繭 種 計

掃立 枚数 94枚 1,762枚 1,856枚
数量(貫) 価額(円) 数量(貫) 価額(円) 数量(貫) 価額(円)

4704,230 9,691 98,848 |10,161| 103,,0788

45 302 872 4,360 917 4,562
12 48 242 1,089 254| 1,137

計 5274,480 10,805 104,297 11,332 108,777

部

-921‒

其
方
法
歩
合
等
理
事
之
ラ
定
ム

生
産

部

計
h
e

第
五
十
五
条

本
組
合

ニ
備
フ
ル
物
件
左
ノ
如
シ

一
水
車
ノ
動
力
ニ
ョ
ル
穀
類
精
白
器
及
製
粉
器

二
荷
積
車
、

荷
積
馬
車
、

蚕
種
貯
蔵
装

置
、

蚕
病
消

毒
器
具
、

炭

窯
、

土
地

三
其
他
総
会
ニ
於
テ
決
議
ラ
経
タ
ル
物
件

土
地
ハ
組
合
資
金
ノ
充
実
ニ
従
と
低
利
ナ
ル
貸
金
こ
準
ス
ル
収
益

ア
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
ス之
ヲ
備
フ
ル
コ
ラ
要
ス

販
売

部

第
五
十
九
条

本
組
合
ニ
於
テ
販
売
ス
ル
物
品
左
ノ
如
シ

一
穀
物
、

穀
粉
、

木
炭

1 2
二

其
他
総
会
ニ
於
テ
決
議
ヲ
経
タ
ル
物
品

更
に
明
治
初
期
か
ら
村
内
の

有
力
な
副
業
で
あ
っ
た
養
蚕
業
は
、

毎
年
の
『
事
務
報

告
』
に
「
養
蚕
組
合
ハ
各
部
落

=
設
置
ツ シ
ア
リ
村
農
会
ト
連
結
シ
テ
農
業
改
良
発
達

ニ

繭
繭

繭
努
メ
殊
二
桑
園
改
良

ニ
専
ラ
意
ヲ
注
ギ
ツ
ィ
ア
リ
且
農
閑
ヲ
利
用
シ
テ
農
蚕
業
ニ
関
ス

ル
講
話
会
講
習
会
等
ヲ
催
シ
一
般
農
家
ノ
為
稗
益
ス
ル
所
大
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
そ
の
改

上
玉

屑
良
に
は
力
が
注
が
れ
た
。
し
か
し
、
大
正
期
に
な
る
と
『
県
報
告
書
』
の
「
生
糸
製
造
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調
」
の
項
が
「
該
当
項
目
ナ
シ
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
生
糸
製
造
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
く
な
り
、
製
糸
業
地
帯
へ
の
繭
の
供
給
地

と
し
て
の
養
蚕
業
の
み
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
年
代
に
十
戸
前
後
存
在
し
た
製
糸
を
兼
営
す
る
農
家
が
消
滅
し
た
背
景
と
し
て
は
鳴
沢
村

の
産
業
経
済
の
な
か
に
占
め
る
林
産
業
の
比
重
が
増
大
し
て
き
た
こ
と
や
、

先
に
紹
介
し
た
ス
、

竹
を
原
料
と
す
る
竹
細
工
な
ど
換
金
産

物
の
種
類
が
増
え
た
こ
と
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
の
第
2 0
表
に
よ
っ
て
も
養
蚕
業
に
は
す
べ
て
副
業
と
し
て
従
事
し

て
お
り
、
鳴
沢
村
の
女
子
労
働
力
五
百
四
十
八
名
の
実
に
九
八
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
の
五
百
四
十
名
ま
で
が
副
業
と
し
て
養
蚕
業
に
従
事
し

て
お
り
、

基
本
的
に
は
女
子
労
働
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、

大
正
十
一
年
の
養
蚕
調
で
あ
る
第
2
表
に
よ

れ

ば
、
春
蚕
、
夏
秋
蚕
の
両
方
を
行
っ
て
い
る
農
家
は
二
百
五
十
三
戸
を
数
え
、
生
産
額
で
は
農
産
物
、
林
産
物
の
そ
れ
を
大
き
く
引
き
離

し
十
二
万
円
台
に
達
し
ほ
と
ん
ど
「
主
業
」
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、

大
正
十
一
年
の
春
蚕
は
「
掃
立
以
来
天
候

順
調
ニ
シ
テ
飼
育
ニ
易
ク
稀
有
ノ
良
結
果
ヲ
得
タ
リ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
空
前
の
当
た
り
年
で
あ
っ
て
、
常
に
こ
の
よ
う
な
好

結
果
が
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
事
実
、
夏
秋
蚕
調
の
備
考
欄
に
は
「
天
候
引
続
キ
高
温
度
ナ
リ
シ
為
メ
病
蚕
ヲ
生
シ
不
結
果
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
自
然
条
件
の
変
動
に
よ
っ
て
そ
の
成
績
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
波
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
主
と
し

て
女
子
労
働
の
副
業
と
し
て
、
大
正
十
一
年
の
場
合
は
一
戸
平
均
五
百
六
円
の
養
蚕
収
入
を
得
て
い
る
こ
と
は
鳴
沢
村
経
済
を
潤
す
の
に

大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
筆
者
が
大
正
末
年
段
階
の
山
梨
県
農
業
の
地
域
的
特
質
の
把
握
を
試
み
た
「
山
梨
県
に
於
け
る
農

業
生
産
の
地
域
的
特
質」

( 『
甲
府
盆
地 ‒―

そ
の
歴
史
と
地
域
性
』)

に
お
い
て
も
、

鳴
沢
村
の
農
業
類
型
は
般
津
、

勝
山
、

小
立
な
ど
の
周
辺

諸
村
と
同
様
、
米
作
を
ま
っ
た
く
行
っ
て
い
な
い
と
い
う

特
殊
事
情
は
あ
る
も
の
の
、

養
蚕
型
に
属
し
繭
の
一
戸
当
た
り
の
生
産
額
も
山

梨
県
の
平
均
値
に
近
く
南
都
留
郡
で
は
宝
村
に
次
い
で
第
二
位
に
位
置
し
て
い
る
。
た
め
に
、

米
作
は
欠
い
て
い
る
が
、

山
間
部
に

あ

り
、

低
生
産
力
水
準
の
村
々
が
多
い
南
都
留
郡
に
あ
っ
て
、

数
少
な
い
中
位
生
産
力
水
準
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

養
蚕
業
の
広
範
な
展
開
は
桑
畑
の
増
加
に
も
ハ
ッ
キ
リ
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

即
ち
、

大
正
十
四
年
の
鳴
沢
村
の
桑
畑
面
積
は
「
地
上
三
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第3図 鳴沢村桑畑分布 (昭和3年)
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(第22表)鳴沢村民の所得額構成 (大正15年)

戸 数 1 所 得 額 営 業 税 納 入 者

% 円 %
1,000円以上 0.7 2,715 3.2
900 〃!

800 2.0 5,105 5.9
700 11 3.7 8,141 9.5 物品販売2軒
600 10 3.4 6,531 7.6 2ヶ〃
500 15 5.1 8,348 9.7 〃 1 ヵ″

A400 20 6.8 9,083 10.6 1ヵ〃
300 28 9.5 9,515 11.1 2〃

物品販売兼飲食
200 76 25.9 18,578 21.6 〃 11 店 1、､飲食店

製造業兼宿屋1、
物品販売兼飲食100円以上 118 40.1 17,351 20.2 11 4/ 店1製造業2

100円未満 2.7 652 0.8 11 3 〃

物品販売兼飲食不 明 / 8〃
店1宿屋1

計 1 294 100 86,019 100

-924‒‒

尺
以
上
ラ
主
幹
ト
シ
枝
條
ヲ
伐
截
ス
ル
」
高
刈
が
百
七
十
三

町
、
「
山
野
二
自
生
ス
ル
モ
ノ
ハ
之
ラ
除
」
い
た
「
桑
畑
以
外

ニ
散
在
セ
ル
桑
ノ
株
数
ヲ
付
近
ノ
桑
畑
本
段
別
こ
準
シ
段
別
ニ

見
積
」
っ
た
見
積
段
別
が
三
十
五
町
七

反、
都
合
二
百
八
町
七

11
2

1
1

2
1

0 0
0 0

反
に
達
す
る
。
こ
の
数
値
は
明
治
二
十
年
当
時
の
三
十
二
町
四

反
余
の
六
・
四
倍
に
相
当
す
る
。

第
三
図
は
多
少
時
期
は
下
る

11
が
昭
和
三
年
測
量
の
陸
地
測
量
部
地
図
か
ら
作
成
し
た
桑
畑
の

分
布
図
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
お
よ
そ
海
抜
千
二
百
メ
ー
ト

ル
を
上
限
と
し
て
富
士
裾
野
に
広
く
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
、

円
鳴
沢
部
落
の
周
辺
は
畑
地
が
存
在
す
る
た
め
か
桑
畑
は
少
な

く
、

大
田
和
部
落
の
周
辺
か
ら
村
域
の
北
東
部
分
か
ら

南
西
方

向
に
向
か
っ
て
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

最
も

遠
い
も
の
で
は
鳴
沢
部
落
か
ら

約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

距
離
に

F 0
2

6
8

あ
る
。
桑
需
要
の
ピ
ー
ク
に
は
多
く
の
人
馬
が
細
い
林
道
を
足

繁
く
往
復
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

t

産
業
経
済
の
発
展
、
商
品
経
済
の
浸
透
に
伴
っ
て
貧
富
の
差

m

a

S

!
l

li
D

が
生
じ
て
く
る
の
は
常
で
あ
り
、

鳴
沢
村
に
お
い
て
も
徐
々
に

で
は
あ
る
が
所
得
格
差
が
生
じ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
大
正
十
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五
年
の
鳴
沢
村
村
民
の
所
得
階
層
を
み
た
第2

表
に
よ
れ
ば
、

最
低
額
は
五
十
一
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
最
高
額
は
二
十
八
倍
の
千
四

見

四
十
五
円
で
あ
る
。
所
得
構
成
か
ら
み
れ
ば
、
百
円
以
上
二
百
円
未
満
層
が
最
も
多
く
全
体
の
四
割
を
超
え
、
次
い
で
二
百
円
以
上
三
百

円
未
満
層
で
あ
り
、

鳴
沢
村
民
の
三

分
の
二
は
年
間
所
得
三
百
円
未
満
で
あ
る
。

所
得
総
額
を
戸
数
で
除
し
た
平
均
額
は
二
百
九
十
二
円

五
十
八
銭
で
あ
る
が
、
こ
の
平
均
値
以
下
の
階
層
が
二
百
二
戸
を
数
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
総
戸
数
の
四
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
七
十
二
戸

の
所
得
金
額
三
百
五
十
八
円
以
上
層
が
所
得
額
の
半
分
を
占
め
て
い
る
。

各
個
人
毎
の
経
営
内
容
が
判
明
し
な
い
た
め
こ
の
所
得
格
差
が

い
か
な
る
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
多
く
の
農
家
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
大
き
く
分
け
て
、
「
農
作
」

「
養

蚕」
「
林
業
」
の
三
つ
の
収
入
源
か
ら
の
所
得
を
合
算
し
て
そ
の
経
営
を
維
持
し
て
お
り
、
な
か
で
も
「
養

蚕」
収
入
に
依
存
す
る

部
分
が
多
か
っ
た
。

従
っ
て
な
ん
ら
か
の
契
機
で
そ
の
収
入
源
の
一
角
が
崩
れ
る
と
村
経
済
は
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

更
に
営
業
税
を
納
入
し
て
い
る
も
の
の
所
得
階
層
を
み
る
と
、
不
明
者
十
名
の
存
在
は
多
少
気
に
な
る
が
そ
の
圧
倒
的
部
分
は
所
得
額

三
百
円
未
満
層
に
属
し
て
お
り
、

物
品
販
売
業
を
中
心
と
す
る
諸
営
業
で
は
大
き
く
発
展
す
る
要
素
は
少
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
営
業
税
納
入
者
で
あ
っ
て
も
県
税
戸
数
割
納
税
義
務
者
と
し
て
登
場
し
な
い
も
の
が
十
名
も
お
り
、

そ
れ
ら

は
副
業
と
し
て
諸
営
業
に
従
事
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
一
軒
平
均
の
賦
課
額
も
、
業
種
に
よ
っ
て
異
な
る
が
最
高
額
で
も
三
円
五
十

銭
で
あ
り
そ
の
経
営
規
模
がも
著
し
く
零
細
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
正
期
の
産
業
経
済
の
動
向
と
し
て

忘
れ
て
な
ら
な
い
の

が
、

山
脇
山
梨
県
知
事
に
よ
る
富
士
山
麓
開
発
論
に
主
導
さ
れ
た
観
光
開
発

で
あ
り
、
五
湖
回
遊
の
交
通
網
が
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
吉
田
か
ら
船
津
、
大

嵐
、
鳴
沢
を
経
て
精
進
、
本
栖
に
至
り
更
に
富
士

山
を
迂
回
し
て
静
岡
県
大
宮
町
を
結
ぶ
馬
車
軌
道
の
建
設
が
企
画
さ
れ
た
。

全
線
開
通
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
大
正
六
年
に
上
吉
田 ―

船

津
間
が
開
業
し
、

大
正
十
五
年
に
は
船
津
と
鳴
沢
村
の
最
東
端
大
田
和
間
が
開
通
営
業
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

軌
道
を
更
に
西
に
伸
ば

し
鳴
沢
集
落
に
至
る
路
線
計
画
は
と
り
や
め
ら

れ
、
バ

ス
路
線
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
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大
正
十
三

年
に
発
表
さ
れ
た
「
富
士
嶽
麓
開
発
計
画
書
」
は
交
通
網
の
更
な
る
整
備
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、

鳴
沢
村
に
関
係
す
る
も

の
だ
け
で
も
、
「
吉
田
ヨ
リ
鳴
沢
ッ
経
テ
大
正
道
路
二
出
テ
精
進
う
経
テ
本
栖
マ
テ
ノ
道
路
ヲ
改
良
ス
ル
コ
ト
」、
「
紅
葉
台
マ
テ
鳴
沢

方

面
ヨ
リ
分
岐
シ
テ
道
路
ヲ
開
設
ス
ル
コ
ト
」
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
鳴
沢
村
で
は
、

大
正
十
五
年
の
『
事
務
報
告
書
』
に
よ
れ

ば
「
県
道
吉
田
精
進
線
鳴
沢
村
地
内
焼
問間

ヨ
リ
第
二
紅
葉
台
二
至
ル
延
長
弐
百
七
拾
五
間
、
道
巾
二
間
ノ
自
動
車
道
路
ヲ
新
設
セ
リ
」
と

あ
る
よ
う
に
積
極
的
な
土
木
工
事
が
な
さ
れ
自
動
車
時
代
の
到
来
に
こ
た
え
た
。
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